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１ 評価機関 
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 2　評価対象事業者

種別：

定員（利用者人数）： 名

TEL

 3 評価結果総評（利用者調査結果を含む。） 

◆ 特に評価の高い点 

◆ 特に改善を求められる点 

 4 第三者評価結果に対する事業者のコメント （受審事業者の意見）

5  事業者の特徴（受審事業者の意見）

初めての経験ですが、この報告を謙虚に受けとめ、とりわけ各部署に於て改善すべきとこ
ろは改善し、利用者・職員・経営満足に向けて努力していきたいと考えております。大変
お世話になりました。

”光のあたりにくい人々と共にあゆむ”という理念のもとに私達「聖マリア園」はありま
す。「しあわせに生活している利用者としあわせに働いている職員」の実現を目指して、
私たちは一日一日働いております。

千葉県旭市野中800

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

名　　　称 

所　在　地 

評価実施期間

特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所

千葉県千葉市中央区千葉港4-4　労働者福祉センター5階

社会福祉法人ロザリオの聖母会が運営する「聖マリア園」の特に優れている点は、的確な
事業環境の把握と事業環境変化に適応した迅速な対応であり、利用者の安心で安全な生活
を支える仕組みである。事業環境変化への主な適応状況は、障害者自立支援法に基づく新
体系移行に向けての具体的取り組み（利用者の希望を尊重し、中核地域生活支援センター
との連携による支援など）、社会的要請・地域ニーズの把握とその対応、新型インフルエ
ンザ対策（安全衛生対策・備品の強化など）などである。利用者の安心で安全な生活を支
える医療連携は緊急時対応など突発的なものと日常的な健康管理における看護サービスで
も適切に行われている。日常介護及び支援においても職員が最も大切にしている基本姿勢
として「安心と安全な生活」が見受けられた。これは福祉サービスの共通基準および理
念、方針、目標の一貫性ある基本姿勢を職員や利用者などに周知し、現場の職員がそれを
活かして介護及び支援に携わっているからである。

事業環境変化や経営環境変化を把握し、適切な対応を行うために目的別委員会や会議を実
施し、具体的対応策を立案、行動化している。しかし、更に利用者本位を実現するために
は中長期目標や年度目標に上げられている大局的な視点と現場の視点のギャップを埋める
ための良好なコミュニケーションが必要である。具体的には、重要案件が山積している中
で、課題の優先順位化に現場で働く職員の意見を聞く仕組みを機能させることである。現
場では、利用者一人ひとりの個別の要望を把握し、実現するために小さな工夫を積み上げ
ている。現場だけでは解決できない課題に対しては、法人本部や関係機関と連携し、個別
の課題の優先順位化とその決定事項に係わるコミュニケーションにより職員間の共通意識
を高めると更に良い組織運営になると思われる。

名　　　称 

代表者氏名

所　在　地 

身体障害者療護施設　聖マリア園 身体障害者療護施設

加瀬　政衛 50

0479-60-0604

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 分野別特記事項

６　分野別特記事項

　【施設共通項目】

　【施設共通項目】

Ⅳ

サービスの内容

分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）

大項目 分野別特記事項（特に優れている点・特に改善を求められる点）

Ⅱ

社会福祉法人ロザリオの聖母会の方針のもと、中長期計画、年度計
画、部門別計画など細分化された計画を実施する体制ができている。
特に重点目標や必要と思われる課題に対して実施される会議や委員会
活動は効果的に行われている。広報ロザリオ、家族会や家族訪問時等
を通じて基本理念、運営方針や支援内容等を利用者等に周知してい
る。改善が求められる点として上げるとすれば、課題解決事項の優先
順位化とそのプロセスの透明化、全職員への周知と思われる。全体最
適の意思決定プロセスを分かりやすい言語で周知することで、階層に
より起こるコミュニケーションの弊害を取り除くことができると思わ
れる。

基本理念、方針に基づいた組織運営管理は、計画、実施、評価、改善
のサイクルを継続的に各部門、各委員会等で実施している。障害者自
立支援法に基づく新体系移行、社会的要請・地域ニーズ、新型インフ
ルエンザの流行などの事業環境変化への対応、特に新型インフルエン
ザ対応など緊急を有する問題などの対策は迅速かつ的確である。防災
対策、緊急医療体制や日々の看護サービスなど、利用者の安全を確保
する取り組みとその実施内容は特に優れている。また、ボランティ
ア、見学者、実習生を積極的に受け入れ、母体法人は中核地域生活支
援センター事業を受託する等、地域福祉推進のオピニオンリーダー的
存在である。

利用者一人ひとりの個別支援計画を立案し、居室担当者とグループ責
任者がともに目標に向かって具体的に取り組んでいる等、職員が施設
を良くするために一生懸命に取り組んでいる姿勢が強く感じられた。
また利用者の特徴や支援内容を記載したポケットサイズのカードを配
布し、情報共有と支援の質の維持向上に努めている。医療との連携も
充実し、緊急時における夜間対応も法人全体で体制を整え、健康面で
の安心した生活を提供できるように看護サービスも充実させている。
利用者が生活する上で非常に自由度が高い運営に務めている。しかし
ながら職員が多忙であることに遠慮して、利用者が意向・要望を気軽
に言い難い状況である。支援員会議・ケース検討会議・ヒヤリハット
記録等、常に職員間での話し合いの場を設け、課題はその都度見直し
を行っている。今後は日常の生活の中で利用者との会話が増えること
が期待される。

利用者担当制を実施し、利用者の個別の問題解決や悩みの速やかな対
応を目指している。また食事、入浴、排泄などの日常介護を通して安
全かつ、ゆったりとして環境づくりを目標として、職員間で常にコ
ミュニケーションをとり工夫を重ねている。職員は制約の多い中で
も、公平性を保ちつつ個別対応に努めている点は優れている。更に優
れた事業所運営を実現するために上げられる改善点は、日常介護の更
なる充実と楽しみである食事の充実やトイレなどの清潔面での改善、
また日中活動の楽しみの提供面では、買い物や外出など、個別に利用
者の希望をかなえるフリータイム以外にも、もう一工夫あると更に
「聖マリア園」が目指すべき姿に近付けると思われる。

組織の運営管理

Ⅲ

適切な福祉サービ
スの実施

千葉県福祉サービス第三者評価の評価結果 

大項目

Ⅰ

福祉サービスの
基本方針と組織

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評点一覧（共通項目）

Ⅰ 1 (1) 1 ①理念が明文化されている。 A

2 ②理念に基づく基本方針が明文化されている。 A
(2) 3 ①理念や基本方針が職員に周知・理解されている。 A

4 ②理念や基本方針が利用者等に周知されている。 A

2
(1) 中・長期的なビ
ジョンの明確化 5 ①中・長期計画を踏まえた事業計画が作成されている。 A

(2) 重要課題の明確
化 6 ①事業計画達成のための重要課題が明確化されている。 A

(3) 計画の適正な策
定 7

①施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定するに当たっては､職員と幹部職員とが合議する
仕組みがある。 A

3 8 ①質の向上に意欲を持ち、その取り組みに指導力を発揮している。 B

9 ②経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を発揮している。 A

Ⅱ 1 10 ①事業経営を取り巻く環境が的確に把握されている。 A

11 ②経営状況を分析して、改善すべき課題を発見する取り組みを行っている。 A

2 12 ①施設の全職員が守るべき倫理を明文化している。 A

13 ②人事方針を策定し、人事を計画的・組織的に行っている。 A

14 ③職員評価が客観的な基準に基づいて行われている。 A

15
①事業所の就業関係の改善課題について､スタッフ（委託業者を含む）などの現場の意見を幹部
職員が把握できる仕組みがある。

A

16 ②福利厚生に積極的に取り組んでいる。 A

17 ①職員の教育･研修に関する基本方針が明示されている。 A

18 ②定期的に個別の教育･研修計画の評価・見直しを行っている。 A

19 ③実習生の育成について、積極的な取り組みを行っている A

3 20
①緊急時（事故、災害、感染症の発生時など）の対応など利用者の安全確保のための体制が整
備されている。

A

21 ②利用者の安全確保のためにリスクを把握し、対策を実行している。 A

4 22 ①地域との交流･連携を図っている。 A

23 ②利用者ニーズに応じて、施設外にある社会資源を活用している。 A

24 ③事業所が有する機能を地域に還元している。 A

25 ④関係機関等との連携が適切に行なわれている。 A

26 ①地域の福祉ニーズを把握している。 A

27 ②地域の福祉ニーズに基づく事業･活動が行われている。 A

Ⅲ 1 28 ①施設の全職員を対象としたプライバシーの保護に関する研修を行なっている A

29 ②プライバシーの保護の考え方の徹底を職員の間で図っている。 B

30 ①利用者満足の向上を意図した仕組みを整備している。 A

31 ②利用者満足の向上に向けた取り組みを行っている A

32 ①苦情又は意見を受け付ける仕組みがある A

33 ②寄せられた意見、要望やトラブルに対応するシステムがある。 A

34 ③利用者からの意見等に対して迅速に対応している A

2 35 ①サービス内容について定期的に評価を行う体制を整備している。 A

36 ②課題発見のための組織的な取り組みをしている。 A

37 ③常に改善すべき課題に取り組んでいる。 A

38 ①職員の対応について、マニュアル等を作成している。 A

39 ②日常のサービス改善を踏まえてマニュアルの見直しを行っている。 A

40 ①利用者の日常の体調の変化を把握して、それを記録している。 A

41
②利用者の状態変化などサービス提供に必要な情報が、口頭や記録を通して職員間に伝達され
る仕組みがある。 A

3 42 ①施設利用に関する問合せや見学に対応している。 A

43 ②サービスの開始に当たり、利用者等に説明し、同意を得ている。 A

4
(1) 利用者へのアセ
スメント 44 ①利用者の課題を個別のサービス場面ごとに明示している。 A

45 ①一人一人のニーズを把握して個別の支援計画を策定している。 A

46 ②個別支援計画の内容が常に適切であるかの評価・見直しを実施している。 A
(3) 情報の管理 47 ③個人情報保護に関する規定を公表している｡ A

理念・基本方針
の確立

理念・基本方針
の周知

福祉
サービ
スの基
本方針
と組織

理念・基本
方針

計画の策定

管理者の責
任とリー
ダーシップ

福祉サービス第三者評価共通項目（施設系）の評価結果

大項目

評価
結果

適切な
福祉
サービ
スの実
施

利用者本位
の福祉サー
ビス

(1) 利用者尊重の明
示

(2) 利用者満足の向
上

(3)

サービスの標準
化

(3) 実施サービスの
記録

サービスの質の
向上への取り組
み

(2)

サービス実
施計画の策
定

(2) 個別支援計画の
策定

サービスの
開始・継続

(1) サービス提供の
適切な開始

サービスの
質の確保

(1)

安全管理 (1) 利用者の安全確
保

利用者意見の表
明

地域福祉の向上

地域との交
流と連携

(1) 地域との適切な
関係

(2)

中項目 小項目

組織の
運営管
理

経営状況の
把握

(1) 経営環境の変化
等への対応

人材の確
保・養成

人事管理体制の
整備

(3) 職員の質の向上
への体制整備

(2) 職員の就業への
配慮

(1)

項目

(1) 管理者のリー
ダーシップ

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

 評価調査票（共通項目-組織）  

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト

Ⅰ　福祉サービスの基本方針と組織

Ⅰ－１　理念・基本方針

Ⅰ－１－（１）　理念、基本方針が確立されている。

1 ａ

ｂ

ｃ
2 ａ

ｂ

ｃ

Ⅰ－１－（２）　理念、基本方針が周知されている。

3 ａ

ｂ

ｃ
4 ａ

ｂ

ｃ

項目
番号

Ⅰ－１－（２）－①　理念や基本方針が職員に周知されてい
る。

Ⅰ－１－（２）－②　理念や基本方針が利用者等に周知され
ている。

Ⅰ－１－（１）－②　理念に基づく基本方針が明文化されて
いる。

（　種別：　身体障害者療護施設　）

理念に基く基本方針を明文化しており、
その内容が適切である。

A

自　　己　　評　　価

運営方針などは重要事項説明書に記載され、年に３回程度発
行されるロザリオ広報、ホームページ、家族会、後援会、利
用者宅訪問時や家族来訪時などに随時説明、周知している。

基本理念は「聖マリア園」正面玄関のエントランス横のタイ
ル壁に掲示している。基本理念、倫理綱領、職員活動規範、
福祉サービス共通基準などを定めた小冊子を配布するととも
に、基本理念や職員の心得を共通認識できるように会議等で
随時確認している。

社会福祉法人ロザリオの聖母会の「利用者の生命の尊厳、人
権及び人生を大切にする・利用者の願いや要求に真摯に向き
合い、理解し、共感する・利用者の自立、自己実現、自己決
定の過程を支援する」という基本理念を「聖マリア園」の共
通理念として掲げている。

Ⅰ－１－（１）－①　理念が明文化されている。

A

法人の理念を明文化しており、法人の使
命・役割を反映している。

A

理念や基本方針を職員に配布するととも
に、十分な理解を促すための取り組みを
行っている。

基本理念に基づく基本方針を年度事業計画等で明文化してい
る。また身体障害者療護施設「聖マリア園」の運営方針は重
要事項説明書等にも記載されている。

A

理念や基本方針を利用者等に配布すると
ともに、十分な理解を促すための取り組
みを行っている。

事業者名   聖マリア園

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト自　　己　　評　　価

Ⅰー２　計画の策定

5 ａ

ｂ

ｃ

Ⅰ－２－（２）　重要課題の明確化

6 ａ

ｂ

ｃ

Ⅰ－２－（３）　計画が適切に策定されている。

7 ａ

ｂ

ｃ

Ⅰ－３　管理者の責任とリーダーシップ

Ⅰ－３－（１）　管理者のリーダーシップが発揮されている。

8 ａ

ｂ

ｃ

9 ａ

ｂ

ｃ

Ⅰ－３－（１）－①　施設の事業計画等､重要な課題や方針
を決定するに当たっては､職員と幹部職員とが合議する仕組
みがある。

Ⅰ－２－（１）－①　中・長期計画を踏まえた事業計画が策
定されている。

Ⅰ－２－（２）－①　事業計画達成のための重要課題が明確
化されている。

Ⅰ－３－（１）－②　経営や業務の効率化と改善に向けた取
り組みに指導力を発揮している。

Ⅰ－３－（１）－①　質の向上に意欲を持ちその取り組みに
指導力を発揮している。

Ⅰ－２－（１）　中・長期的なビジョンと計画が明確にされ
ている。

事業計画達成のための重要課題が明確化
されている。

A

年度計画は中長期計画を踏まえ策定され、各部門別に細分化
されている。法人本部の役割が機能し、理念、方針、中長期
目標、年度目標を踏まえて、各部門が主体的に部門目標を作
成する仕組みとなっている。

各年度の事業計画は、中・長期計画の内
容を反映している。

A

管理者は、経営や業務の効率化と改善に
向けた取り組みに指導力を発揮している
が、十分ではない。

A

施設の事業計画等、重要な課題や方針を
決定するに当たっては、職員と幹部職員
とが合議する仕組みがある。

A

B

利用者満足を第一に、そして職員満足を向上させることが組
織運営では大切だと考え、法人本部の方針に則り、経営及び
業務の効率化に向けて、委員会等を発足し指導力を発揮して
いる。

管理者は、実施する福祉サービスの質の
向上に意欲を持ち、組織としての取り組
みに指導力を発揮しているが、十分では
ない。

年度計画には重点目標が明確化され、部門別に行動計画が明
記されている。また前年度事業報告には「今後の課題とし
て」今年度の課題を明確化している。委員会活動でも同様
に、活動の報告と今後の課題を明確化している。

事業所の重要な課題や方針を決定するに当たっては、目的別
の会議や委員会が設定され、率直な意見交換ができるように
なっている。また現場で行われる会議や意見交換に幹部職員
も加わり、活発に行われている。その結果など職員が情報を
共有できるように、掲示板やポケットサイズのカードにまと
めるなどの工夫もなされ、合議の仕組みが効果をあげてい
る。

管理者は質の向上に意欲をもち、率先しながら様々な課題解
決にリーダーシップを発揮している。しかしながら解決が困
難な問題等に対して、管理者自らが孤軍奮闘し解決を試みて
いるところが見受けられる。解決が困難と判断されるものも
職員とともに問題の本質や原因を追究するプロセスを踏ん
で、ともに解決することが期待される。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト自　　己　　評　　価

Ⅱ　組織の運営管理

Ⅱ－１　経営状況の把握

Ⅱ－１－（１）　経営環境の変化等への対応

10 ａ

ｂ

ｃ

11 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－２　人材の確保・養成

Ⅱ－２－（１）　人事管理の体制が整備されている。

12 ａ

ｃ
13 ａ

ｂ

ｃ
14 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－１－（１）－②　経営状況を分析して改善すべき課題を
発見する取り組みを行っている。

Ⅱ－３－（１）－①施設の全職員が守るべき倫理を明文化し
ている

Ⅱ－２－（１）－③職員評価が客観的な基準に基づいて行わ
れている。

A

Ⅱ－２－（１）－②人事方針を策定し、これに基づく職員採
用、人材育成を計画的・組織的に行っている。

A

施設の全職員が守るべき倫理を明文化し
ている。

Ⅱ－１－（１）－①　事業経営をとりまく環境が的確に把握
されている。

管理者は、会社経営の経験を活かして経営分析やコスト管理
を適切に実施している。また改善すべき課題を会議や委員会
で明確化し、法人本部との連携を密にとり、抽出された課題
の解決に取り組んでいる。

客観的な基準に基づき、定期的に職員の
業務評価を実施している。

職員評価は年２回定期的で客観的な基準に基づいて実施され
ている。個人面談等で自己評価と職員本人の意見を幹部職員
が聴き、成績評価、情意評価、能力評価の３つの視点で行わ
れている。考課者訓練も行われ、職員に不満や要望があれば
法人本部に直接意見が言える仕組みも構築されている。

A

A

人事について協議する組織があり、客観
的な判断の下に人事管理が行われてい
る。

A

経営状況を分析して課題を発見するとと
もに、改善に向けた取り組みを行ってい
る。

事業経営をとりまく環境を的確に把握す
るための取り組みを積極的に行ってい
る。

人事方針を作成し、本年度重点目標として人材育成や人事考
課などを上げ、計画的に適切な人員構成になるように努めて
いる。法人本部を中心に組織的に必要な人材の採用、求めら
れる人材像を明らかにしている。

「聖マリア園」は社会福祉法人ロザリオの聖母会の運営する
複合施設群の1つで、法人本部が事業経営の環境変化を分析、
関連機関との連携等の方針を出している。施設と法人本部の
役割分担が機能し、新体系移行やインフルエンザ対策などの
外部環境を把握し、具体的対応行動に効果を発揮している。

サービスを提供するに当たっての基本的な心構えとして「７
つの規範」を職員に分かりやすく作成し、倫理綱領として定
めている。倫理綱領は職員に文書で配布及び研修等で随時周
知している。ホームページ等にも掲載している。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト自　　己　　評　　価

Ⅱ－２－（２）　職員の就業状況に配慮がなされている。

15 ａ

ｂ

ｃ
16 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－２－（３）　職員の質の向上への体制整備

17 ａ

ｂ

ｃ
18 ａ

ｂ

ｃ

19 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－２－（３）－③　実習生の育成について積極的な取り組
みを行っている。

Ⅱ－２－（３）－②　定期的に個別の教育・研修計画の評
価・見直しを行っている。

Ⅱ－２－（２）－①事業所の改善課題について､スタッフ
（委託業者を含む）などの現場の意見を幹部職員が把握でき
る仕組みがある。

Ⅱ－２－（３）－①　職員の教育・研修に関する基本姿勢が
明示されている。

Ⅱ－２－（２）－②福利厚生事業に積極的に取り組んでい
る。

福利厚生を実施しているが、十分ではな
い。

A

実習生受け入れについては年度計画に予定を記載している。
介護福祉士や社会福祉士などの資格取得に必要な実習内容に
ついて、学校側と連携してプログラムを整備するとともに、
実習期間中においても実習生が随時学校に報告するような仕
組みを連携して行っている。また、近隣中学の職業体験や訪
問介護員介護実習なども積極的に受け入れている。

組織として職員の教育・研修に関する基
本方針を明示している。

就業関係の改善課題について、スタッフ
などの現場の意見を幹部職員が把握でき
る仕組みがある。

職員の現在の能力と業務特性、組織のその職員への将来に向
けての期待、当該職員の志望等をふまえて、個人別の能力開
発の目標と計画を定める仕組みがる。特に年１回２月ごろ行
われる研究発表会（ケーススタディ、研修レポート）は職員
のレベルアップに機能し、内発的に動機づける仕組みとなっ
ている。その他スキルアップ研修や現場で問題があれば勉強
するという雰囲気があり、理論の実践と研究発表で意識づけ
られている実践の理論化などの仕組みが機能している。

A

基本方針や中・長期計画及び年度計画に一貫して人材育成が
盛り込まれ、職員に求める意識や知識を明示し研修計画が立
てられている。

年度計画にも職員処遇として重点内容を記載している。ま
た、職員が働きやすい環境整備として、寮、食事費用の軽
減、バス送迎、健康診断、親睦会、クラブ活動など積極的な
福利厚生事業を実施している。

定期的年２回の職員との個別面接の機会を設けるとともに、
施設の上司に相談しにくい事柄については法人本部に直接相
談できることを職員に周知している。また、幹部職員は有給
や残業についても職員が相談をしやすいように配慮し、計画
的に公平性を保って運営している。

A

研修成果の評価を定期的に行うととも
に、次の研修計画に反映させている。

A

実習生受入れの際には、効果的なプログ
ラムを用意する等、育成について積極的
に取り組んでいる。

A

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト自　　己　　評　　価

Ⅱ－３　安全管理

20 ａ

ｂ

ｃ
21 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－４　地域との交流と連携

Ⅱ－４－（１）　地域との関係が適切に確保されている。

22 ａ

ｂ

ｃ
23 ａ

ｂ

ｃ
24 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－４－（１）－③事業所が有する機能を地域に還元してい
る。

施設外に、法人が運営する喫茶店、商店、パン屋、体育館、
遊歩道、動物・園芸などの自然環境があり、利用者は自由で
安全に生活できる環境が整っている。また電動車いすなどを
使用して近くのコンビニに買い物に行くなど自由度の高い支
援を実施している。

A

事業所で行っている活動等を説明した広報誌ロザリオ等を配
布するとともに、季節行事（納涼祭、ロザリオ福祉祭り、ク
リスマス会など）に地域住民が参加している。また、ボラン
ティア受け入れ、見学者受け入れ、講演会の開催などを積極
的に事業所が有する機能を地域に還元している。

事業所が有する機能を、地域に開放・提
供する取り組みを積極的に行っている。

A

A

防災緊急時対策としては防災訓練を毎月実施、消防署参加は
年４回、利用者参加は年６回実施している。緊急連絡網伝達
訓練は年２回実施している。平成２０年度はリスクマネジメ
ント委員会は年６回、防災委員会は年１２回実施、利用者の
安全確保のための体制が整備されている。

年度計画、部門別計画等に安全対策を明文化している。平成
２１年度はリスクマネジメント委員会など重要なものは実施
回数（年６回から１２回へ増やした）及び質の向上を図って
いる。新型インフルエンザ対策は法人の総合的な安全衛生対
策として年度重点目標として掲げ、運営会議や支援員会議を
活用し安全対策向上を図るために具体的な処置を講じてい
る。

Ⅱ－４－（１）－①　緊急時（事故、災害、感染症の発生時
など）の対応など利用者の安全確保のための体制が整備され
ている。

A

地域との関わり方について基本的な考え方を事業計画等に示
している。また広報ロザリオ等で行事予定、ボランティアの
募集、講演会報告など、地域の人々に向けた情報を随時提供
している。事業所や利用者への理解を得るための日常的な活
動として、毎月地域との交流、連携行事を行っている。

緊急時（事故・災害・感染症の発生時な
ど）の対応など利用者の安全確保のため
の体制が組織として整備され、機能して
いる。 A

Ⅱ－４－（１）－②利用者ニーズに応じて、施設外にある社
会資源を活用することを支援している。

利用者ニーズに応じて、施設外にある社
会資源を活用しているが不十分である。

Ⅱ－４－（１）－①地域との交流･連携を図っている。 地域との交流・連携を積極的に行ってい
る。

Ⅱ－４－（１）－②　利用者の安全確保のためにリスクを把
握し対策を実行している。

利用者の安全を脅かす事例を組織として
収集し、要因分析と対応策の検討を行い
実行している。

Ⅱ－３－（１）　利用者の安全を確保するための取り組みが
行われている。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目・組織）

評価基準 評点 評 価 コ メ ン ト自　　己　　評　　価

25 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－４－（２）　地域の福祉向上のための取り組みを行っている。

26 ａ

ｂ

ｃ
27 ａ

ｂ

ｃ

Ⅱ－４－（２）－②　地域の福祉ニーズに基づく事業・活動
が行われている。

Ⅱ－４－（２）－①　地域の福祉ニーズを把握している。

Ⅱ－４－（１）－④関係機関との連携を図っている。 利用者本位を実現するために法人本部が中心となり県や地域
の関係機関・団体との連携、ネットワーク化に取り組んでい
る。事業所として必要なネットワークは構築でき、主体性を
発揮した取り組みを行っている。

関係機関との連携を図っている。

A

在宅障害者や地域住民に対する各種相談を受け入れ、実施す
ること等を通じて、具体的な福祉ニーズの把握に努めてい
る。法人内各部所及び外部関係諸機関との連携をとり具体的
な支援を行っている。

把握した福祉ニーズに基づいた事業・活
動を実施している。

A

中長期計画では、地域福祉推進のための拠点としての充実と
地域福祉推進機関としての役割を果たすと明文化している。
各種相談受け入れ等で把握した福祉ニーズに基づいた具体的
な支援活動を関係機関と連携して実施している。

地域の具体的な福祉ニーズを把握するた
めの取り組みを積極的に行っている。

A

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目-サービス）

 評価調査票（共通項目-サービス）  

評価基準 評点 評　価　コ　メ　ン　ト

Ⅲ　適切な福祉サービスの実施

Ⅲ－１　利用者本位の福祉サービス

Ⅲ－１－（１）　利用者を尊重する姿勢が明示されている。

28 ａ

ｂ

ｃ
29 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－１－（２）　利用者満足の向上に務めている。

30 ａ

ｂ

ｃ
31 ａ

ｂ

ｃ

32 ａ

ｂ

ｃ

A

Ⅲ－１－（１）－② プライバシーの保護の考え方の徹底を職
員の間で図っている。

把握した利用者満足の結果を活用するた
めの仕組みが整備され、実際にその向上
に向けた取組みを行っている。

Ⅲ－１－（２）－①　利用者満足の向上を意図した仕組みを
整備している。

Ⅲ－１－（２）－②　利用者満足の向上に向けた取り組みを
行っている。

Ⅲ－１－（３）　利用者が意見等を述べやすい体制が確保さ
れている。

Ⅲ－１－（３）－①　苦情又は意見を受け付ける仕組みがあ
る。

苦情相談窓口、第三者委員が重要事項説明書、運営規程に明
記されている。家族会開催時にも家族から意見を聞いてい
る。また定期刊行物に家族からの意見・要望の投稿欄を設け
ている。

A

新規職員採用時に必ず、プライバシー保護に関する研修を行
なっている。

B

Ⅲ－１－（１）－①施設の全職員を対象としたプライバシー
の保護に関する研修を行なっている

項目
番号

事業者名   聖マリア園

利用者アンケートによる希望を具体的に実施している。その
実施内容については、利用者全体を３グループに分け、各グ
ループ毎に月２回の支援員会議で常にフォローしている。

A

従来行なっていた利用者対象のアンケート（入浴アンケー
ト、嗜好調査）に加え、本年度より利用者の要望・希望を把
握した上で、個々の支援計画を作成している。

利用者満足の向上を目指す姿勢が明示さ
れ、利用者満足を把握する具体的な仕組
みを整備している。

A

利用者のプライバシー保護に関する規程・マニュアル等につ
いて整備し、職員には内部研修や会議における意識づけ等を
実施している。しかしながら、現場における声掛けや支援時
において全職員に徹底できているとは言えない状況である。
今後は知識と行動のギャップを埋める行動支援が求められる

プライバシーの保護の考え方の徹底を職
員の間で図っている。

苦情又は意見を受け付ける仕組みがあ
る。

（　種別：　身体障害者療護施設　）

自　　己　　評　　価

施設の全職員を対象としたプライバシー
の保護に関する研修を行っている。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目-サービス）

評価基準 評点 評　価　コ　メ　ン　ト自　　己　　評　　価

33 ａ

ｂ

ｃ
34 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－２　サービスの質の確保

35 ａ

ｂ

ｃ
36 ａ

ｂ

ｃ
37 ａ

ｂ

ｃ

38 ａ

ｂ

ｃ

課題発見のための組織的な取り組みを明
確にしている。

サービス内容について、自己評価、第三
者評価、定期的に評価を行う体制が整備
され機能している。

Ⅲ－２－（１）－②　課題発見のための組織的な取り組みを
している。

利用者からの意見等にたいする対応マ
ニュアルを整備しているが、迅速に対応
していない。

寄せられた意見、要望やトラブルに対応
するシステムがある。

Ⅲ－２－（２）　個々のサービスの標準的な実施方法が確立
している。

Ⅲ－２－（２）－①　職員の対応について、マニュアル等を
作成している。

Ⅲ－１－（３）－③　利用者からの意見等に対して迅速に対
応している。

Ⅲ－２－（１）－①　サービス内容について定期的に評価を
行う体制を整備している。

Ⅲ－２－（１）　質の向上に向けた組織的な取り組みが組織
的に行われている。

Ⅲ－２－（１）－③　常に改善すべき課題に取り組んでい
る。

Ⅲ－１－（３）－②　寄せられた意見、要望やトラブルに対
応するシステムがある。

A
職員全員で自己評価に取り組んでおり、組織を生活科・医務
科・事務科に分けそれぞれの部門で専門的に分析・検討がな
されている。

各グループ毎に業務カードが作成されており、利用者一人ひ
とりの支援方法、手順、１週間のスケジュールが明記された
具体的な支援マニュアルとなっている。

利用者からの意見等については居室担当者が療護記録にまと
め、施設センター内の掲示板に記載するとともにグループ責
任者と対応策について検討している。

A

A

A

職員の対応について、マニュアル等を作
成している。

A
苦情解決体制は整っている。利用者は居室担当、各グループ
責任者に気軽に相談できる仕組みはある。支援員が集まる施
設センターの掲示板には利用者からの相談・要望欄を設け、
職員が自由に意見・解決策を記入している。職員全員で情報
の共有化・活用を図っている。

職員全員参加で取り組んでおり、課題とその結果についての
記録がある。

A
改善策、支援計画の見直しは必要に応じて行なっており、職
員からの提案や意見を取り入れる体制が整っている。
センター内の掲示板に利用者からの意見・要望を記入し、そ
れに対する意見を自由に記入できる体制である。

常に改善すべき課題を見出し、それに取
り組んでいる。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目-サービス）

評価基準 評点 評　価　コ　メ　ン　ト自　　己　　評　　価

39 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－２－（３）　サービス実施の記録が適切に行われている。

40 ａ

ｂ

ｃ
41 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－３　サービスの開始・継続

Ⅲ－３－（１）　サービス提供の開始が適切に行われている。

42 ａ

ｂ

ｃ
43 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－４　サービス実施計画の策定

Ⅲ－４－（１）　利用者のアセスメントが行われている。

44 ａ

ｂ

ｃ

利用者の日常の体調の変化を把握して、
それを記録している。

日常のサービス改善を踏まえてマニュア
ルの見直しを行っている。

Ⅲ－２－（２）－②　日常のサービス改善を踏まえてマニュ
アルの見直しを行っている。

A

A

利用者の状態変化などサービス提供に必
要な情報が、口頭や記録を通して職員間
に伝達される仕組みがある。

A

施設利用に関する問合せや見学に対応し
ている。

Ⅲ－２－（３）－①　利用者の日常の体調の変化を把握し
て、それを記録している。

Ⅲ－４－（１）－①　利用者の課題を個別のサービス場面ご
とに明示している。

Ⅲ－２－（３）－②　利用者の状態変化などサービス提供に
必要な情報が、口頭や記録を通して職員間に伝達される仕組
みがある。

Ⅲ－３－（１）－①　施設利用に関する問合せや見学に対応
している。

Ⅲ－３－（１）－②　サービスの開始にあたり利用者等に説
明し同意を得ている。

サービス開始の同意を得るにあたり、組
織が定める様式に基づき利用者や家族等
にわかりやすく説明を行っている。

A

A

利用者全てについて、アセスメントに基
づき、サービス実施上のニーズや課題を
具体的に明示している。 本年度より利用者の要望・課題に基づきグループ担当責任者

が中心になって個別支援計画書を作成している。

契約書、重要事項説明書にて分かりやすく説明し同意を得て
いる。

ホームページを作成し、紹介している。また問い合わせ・見
学・入所体験にそれぞれ対応している。

A

引継ぎ時に前任者から後任者へ、口頭及び記録ノートにより
確実になされている。重要な内容についてはセンターの掲示
板にも掲示し、全員が目を通すようにしている。

利用者個々の療護記録に健康チェック表があり、必要事項が
記録されている。

支援員会議・ケース検討会議・ヒヤリハット記録等、常に職
員間での話し合いの場を設け、その都度見直しを行なってい
る。利用者・家族からも意向を聞き、見直しに活用してい
る。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所



聖マリア園 評価コメント（共通項目-サービス）

評価基準 評点 評　価　コ　メ　ン　ト自　　己　　評　　価

Ⅲ－４－（２）　 個別支援計画の策定

45 ａ

ｂ

ｃ
46 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－４－（３）　 情報の管理

47 ａ

ｂ

ｃ

Ⅲ－４－（２）－①　一人一人のニーズを把握して個別の支
援計画を策定している。

A
利用者一人ひとりの支援計画書が作成されている。さらに各
グループ毎の１週間の流れ、介助方法等が記載されている業
務カードの中に利用者個々のニーズを書き込み、目標をこな
していけるように取り組む体制作りを始めている。

利用者一人ひとりの個別支援計画策定の
ための体制が確立しており、実際に機能
したいる。

A 個人情報保護に関する規程を施設内に掲示している。

目標達成期間を１年に設定しているが、利用者のニーズに変
化が生じた場合はその都度会議を開催し、見直しを行なって
いる。

個人情報に関する規程を公表している。Ⅲ－４－（３）－①  個人情報保護に関する規程を公表して
いる｡

A

個別支援計画について、実施状況の評価
と実施計画の見直しに関する手順を組織
として定めて実施している。

Ⅲ－４－（２）－②　個別支援計画の内容が常に適切である
かの評価・見直しを実施している。

【評価機関】
特定非営利活動法人VAICコミュニティケア研究所


